
　弊誌では毎年度、全国の読者の先生方を対象としたアンケートを実施
し、先生方からいただいたご回答を、次年度の弊誌の企画立案のよりど
ころの１つとさせていただいております（＊１）。昨年度の同アンケート
では、2025年度の弊誌で取り上げてほしいテーマについても伺ったと
ころ、学習評価のほか、学校の「あたり前」の見直しに関連するテーマ
にも票が集まり、中でも管理職の先生方から多くのご要望をいただきま
した（図１）。それは学校を挙げての資質・能力の育成や変化する大学入
試への対応、教育DX（デジタルトランスフォーメーション）や働き方
改革など、管理職のリーディングが求められる課題が山積し、これまで
の「あたり前」を見直していかなければ、それらの課題に取り組んでい
くことが難しいと感じられていることの表れではないかと考えられます。
　また、中央教育審議会で現在、議論が進められている学習指導要領の
次期改訂に関する論点整理では、「子どものより主体的な社会参画にかか
わる教育の改善」が挙げられ、ルールメイキングなど、生徒にも「あた
り前」を見直す力が求められています。
　そこで今号の特集では、教師や生徒が自校の見直すべき「あたり前」
にどうすれば気づき、それを見直すことができるのかについて考えてま
いります。　　　　　　　　　　　  編集部　統括責任者　柏木　崇

  P. 4	 課題整理　
	 	 育てたい生徒像を明確にすることが、「あたり前」を見直す鍵に
	 	 東京都公立小中一貫校管理職、一般社団法人アンコンシャスバイアス研究所
  認定トレーナー、星槎大学大学院客員研究員　茂

も ぎ

木正
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  P. 8	 事例 1　業務負担の軽減／持続可能な探究学習
	 	 長野県野沢北高校
	 	 現場の問題意識に耳を傾けて課題を発見し、
	 	 若手・中堅の教師が中心となって取り組む
 P. 11	 事例 2　教師の勤務形態／部活動の実施形態
	 	 愛知県・私立滝中学校・滝高校
	 	 株式会社を設立し、勤務時間外の業務を委託。
	 	 有志の教師の労働環境を守りつつ、生徒の意欲に応える
 P. 14	 事例 3　業務負担の軽減
	 	 兵庫県・私立滝川中学校・高校
	 	 ＩＣＴを活用し、出欠や成績のデータを一元管理。
	 	 校務負担の軽減と指導の充実を図る
	 P. 17	 事例 4　校則の見直し
	 	 岩手県立千

せんまや
厩高校

	 	 生徒主体の校則の見直しを通して、
	 	「自分たちが学校をつくる」意識を高め、行動を促す意識を高め、行動を促す
	 P. 20	 Column　
	 	 教師だからできる、
	 	 生徒の「あたり前」の見直しへの伴走
	 	 認定特定非営利活動法人カタリバ　藤本雅
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＊１　今年度も本アンケートを実施いたします。今号の裏表紙裏の「off Shot」の下に掲載している
「アンケートのご協力のお願い」をご覧いただき、アンケートへのご協力をお願いいたします。
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あ 学校の「あたり前」に対する
教師の課題感

2025年度の『VIEW next』高校版で取り上げてほしいテーマを
教えてください。

「学校の『あたり前』を問い直す（校則・ルールメイキング／特別活動／部
活動／働き方改革）」というテーマにおいて、どのような課題感を持っ
ていますか。

注１：複数回答。管理職の回答の上位４項目を掲載。
注２：（　）内の語句は、テーマに関連する教育課題・動向。
※『VIEW next』高校版「2025 年度の誌面に関する読者アンケート」（24 年 10 〜 11 月に実施。回答数
881）を基に編集部で作成。

＊今年度も本アンケートを実施いたします。今号の裏表紙裏の「off Shot」の下に掲載している「アンケー
トのご協力のお願い」をご覧いただき、アンケートへのご協力をお願いいたします。

※『VIEW next』高校版「2025 年度の誌面に関する読者アンケート」の結果や高校への取材で得られた声
を基に編集部で作成。

「あたり前」を問い直すことは、多くの学校現場が直面している課題
だ。働き方改革では「働きやすさ」が注目されがちだが、「働きがい」
とのバランスが重要だと感じている。（公立・管理職）

過去の実績や経験を重視する傾向が強い教師が多い。新しい取り組
みを始めることに抵抗感があるからだろう。「あたり前」の見直しは、
時にはトップダウンでやるべきだと思う。（公立・管理職）

教師が実施の目的を説明することができない学校行事が前年踏襲で
続いていたり、効率的な代替手段があるにもかかわらず、従前の手
段が好まれたりしている。その風潮を何とか変えたい。（公立・学年主任）

社会が変化していく中で、学校だけが「これまで通り」というわけ
にはいかない。それでは学校というシステムが持続不可能だと考え
る。（私立・管理職）

■管理職　■全体

学習評価はどこへ向かう？
（観点別学習状況の評価／定期考査の廃止／
今後の教育課程、学習指導及び学習評価等の

在り方に関する有識者検討会論点整理）

学校の「あたり前」を問い直す
（校則・ルールメイキング／

特別活動／部活動／働き方改革）

これからの入試を考える
（新学習指導要領に対応した大学入試／

教科「情報」／年内入試／
探究学習と進路の接続）

ＡＩ活用最前線
（Edtech／DX／AI／教科「情報」）

（％）6050403020100
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